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整理番号

令和８年度 一般選抜問題 １期 【１日目】

【
一

日

目
】

２時限目

数学Ⅰ・数学Ａ，数学Ⅰ・数学Ａ・数学Ⅱ・数学Ｂ・数学Ｃ

【 試験時間 11：30 ～ 12：30 】

北 海 道 情 報 大 学

注 意 事 項

２．出題科目，ページおよび選択方法は，下表の通りです。

５．試験時間は60分です。

６．解答は，すべて解答用紙の指定された欄に記入しなさい。

７．必要以外のことを解答用紙に書いてはいけません。

８．問題冊子および選択しなかった解答用紙は持ち帰りなさい。

３．試験中に問題冊子および解答用紙の印刷不鮮明，落丁（ページの脱落）・
乱丁（ページの乱れ）に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。

４．問題冊子の余白等は自由に利用してよいが，どのページも切り離してはい
けません。

出 題 科 目 ページ 選 択 方 法

数 学 Ⅰ  ・ 数 学 Ａ １～５ 左の２科目のうちから１科目を

選択し，解答しなさい。数学Ⅰ・数学Ａ・数学Ⅱ・数学Ｂ・数学Ｃ １～３，６～７

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

を裏返して必ず読んでください。

裏表紙には「問題 １  ，２  ，４  の解答の注意事項」を記載しています。問題冊子

            



令和８年度 一般選抜問題 １期 【１日目】

数学Ⅰ・数学Ａ

数学Ⅰ・数学Ａ・数学Ⅱ・数学Ｂ・数学Ｃ

● 数学Ⅰ・数学Ａ  の受験者は，問題 １  ，２  ，３  に答えなさい。

解答は 数学Ⅰ・数学Ａの解答用紙 に記入しなさい。

● 数学Ⅰ・数学Ａ・数学Ⅱ・数学Ｂ・数学Ｃ  の受験者は，問題 １  ， ４  ， ５  に

答えなさい。なお ５  は２問の中から１問を選択し解答しなさい。

解答は 数学Ⅰ・数学Ａ・数学Ⅱ・数学Ｂ・数学Ｃの解答用紙 に記入しなさい。

数学Ⅰ・数学Ａ，数学Ⅰ・数学Ａ・数学Ⅱ・数学Ｂ・数学Ｃ

※選択した問題に解答する際には、解答用紙にある問題１または問題２のいずれかを

〇で囲みなさい。

※どちらも〇で囲まれていない場合は、選択しなかったものとして採点をしません。

※２つとも〇で囲まれている場合も、選択しなかったものとして採点をしません。

※裏表紙の「問題 １  ，２  ，４  の解答の注意事項」を読んで解答すること。
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問題 1 ， 2 ， 4 の解答の注意事項

1 解答は，特に指示がない限り「0 ～ 9 までの整数」か「－（マイナス記号）」
を記入する形式になっています。
解答が 30 のとき，問題の解答部分は ア イ となっています。アの解答欄に
は 3 を，イの解答欄には 0 を記入しなさい。特別な指示や選択肢がある場合は，
それに従いなさい。

2 解答が −2

3
のとき，問題の解答部分は

ア イ
ウ

となっています。ア の解答欄

には －（マイナス記号）を，イの解答欄には 2，ウの解答欄には 3 を記入しな
さい。

3 解答が −a− 2b+ c のとき，問題の解答部分は ア a− イ b+ ウ c となっ
ています。アの解答欄には －（マイナス記号）を，イの解答欄には 2，ウの解
答欄には 1 を記入しなさい。

4 解答が 3
√
2

5
=

2

5

√
2，

√
3

4
=

1

4

√
3 のとき，問題の解答部分は，それぞれ

ア
イ

√
ウ ，

エ
オ

√
カ となっています。アの解答欄には 3，イの解答欄

には 5，ウの解答欄には 2，エの解答欄には 1，オの解答欄には 4，カの解答欄
には 3 を記入しなさい。

5 解答が分数になる場合は，既約分数（それ以上約分できない分数）で答えなさ
い。また，2 の解答例でも示したように，分数の分母は正の数とします。

6 解答に根号（ルート記号）を含む場合は，根号の中は可能な限り小さな整数で
表しなさい（例えば，2

√
8 ⇒ 4

√
2）。


